
               第３９回 北海道高等学校情報処理競技大会   兼 

        第３８回 全国高等学校情報処理競技大会北海道予選実施要項 

 

１ 主  催  北海道高等学校長協会商業部会 公益財団法人 全国商業高等学校協会 

 

２ 後  援  北 海 道 教 育 委 員 会 北海道産業教育振興会 

 

３ 日  時  令和８年６月１２日（金） 

         専門委員会    １５：００～１７：００ 

         ※顧問会議は行わず、顧問・選手への連絡等はクラスルームで送信します 

  令和８年６月１３日（土） 

   開  場      ９：００ 

         開 会 式      ９：３０ 

         競技大会 第１部 １０：００～１０：４０ （４０分） 

              第２部 １０：５０～１１：３０  （４０分） 

         昼食・待機    １１：３０～１３：３０ 

         表彰式・閉会式  １３：３０ 

 

４ 会  場   北海道札幌東商業高等学校 商業ホール 

 〒004-0053 札幌市厚別区厚別中央3条5丁目6番10号 電話 011-891-2311 

 

５ 運  営  北海道苫小牧総合経済高等学校 

〒053-0052 苫小牧市新開町4丁目7番2号 電話 0144-55-9264 FAX 0144-55-9263 

 

６ 参加資格  全商協会加盟の高等学校（会員校）に在籍する生徒であること。 

 

７ 参加人数  １校７名以内とする。ただし、３名未満は個人参加とする。 

 

８ 参 加 料  団体・個人とも 一人当り １，０００円 

 

９ 参加申込 (1) 必要事項を記載した参加申込書の「エクセルデータ」と職印の押印された「pdfデータ」を 

５月１５日（金）１６：００までに電子メールで申し込むこと。 

  〔 申込先 〕  北海道苫小牧総合経済高等学校 

                情報処理競技大会事務局（担当：三橋孝） 

                e-mail threebridge@hokkaido-c.ed.jp 

          (2) 参加料は、次の口座へ５月１５日（金）までに学校ごとに取りまとめて振り込むこと。 

        〔 口座名 〕  北海道苫小牧総合経済高等学校情報処理専門部事務局 島瀬展成 

                北海道銀行 苫小牧東支店 普通預金 

 店番号 ４１０ 口座番号 ０７３５３５９ 

     

10 競技方法  筆記試験による個人の得点を基準とし、団体賞は各学校参加者の上位３名の合計得点とする。 

        また、個人賞は全参加者の上位１０名とする。 

 

11 出題範囲  全商情報処理検定試験１級程度の出題とし、出題は次の２部門に分ける。 

        Ⅰ 関連用語とデータベース 



         １ 用語問題 

         ２ 計算問題 

         ３ データベースの問題(1) 

         ４ データベースの問題(2) 

           なお、用語に関しては、検定試験範囲のほか、最近普及している語も含む。 

         

Ⅱ 表計算とアルゴリズム 

１ 表計算の問題(1) 

２ 表計算の問題(2) 

３ アルゴリズムの問題(1) 

４ アルゴリズムの問題(2) 

 

12 競技時間  各部門４０分、２部門合わせて８０分とする。 

 

13 審  査  審査委員が審査基準に従って審査する。 

 

14 表  彰  (1) 学校団体表彰         (2) 個人表彰 

                     優   勝   １校           優   勝      １名 

           準 優 勝   １校           準 優 勝      １名 

           ３   位   １校           ３   位      １名 

           努力賞(４位)  １校          優秀賞(４位～１０位)７名 

 

15 全国大会  令和８年７月２５日（土） 会場：千葉商科大学 

            全国大会への参加資格は次のとおりとする。 

        (1) 全国商業高等学校長協会に加盟している学校。 

        (2) 学校団体優勝校１校（３名）。 

                (3) 学校団体優勝校以外の会員校から上位２名の個人参加を認める。 

 

16 そ の 他  (1) 筆記用具や時計等、競技に必要なものは各自持参してください。（電卓の使用不可） 

                (2) 宿泊場所および昼食の斡旋はしておりませんので、各参加校でご用意ください。 

 


